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数百人の若者によって担がれて町内を練り歩いたと言われ、その勇壮な姿は五所川
原から12km離れている隣町からでも見えたと伝えられています。
　その後、電気（電線）の普及と共に低い組ネプタへと移っていきましたが、平成
５年、台車の設計図が発見され、復興の機運が高まり、平成８年に有志の手によっ
て約１世紀ぶりに復元され、現在に至っています。
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口絵６　五所川原町水道平面図（『五所川原町水道誌』所載を一部改変）・昭和４年（1929）
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口絵６　五所川原町水道平面図（『五所川原町水道誌』所載を一部改変）・昭和４年（1929）
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口絵７　五所川原絵図（五所川原市立図書館蔵）・明治17年（1884）
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口絵８　敷嶋町皇紀二千六百年記念百萬遍碑
敷島町ＪＲ踏切の側　昭和15年（1940）

（口絵８の裏面には敷嶋町の沿革が刻まれている）

口絵９　五所川原地名発祥之源地碑
元町八幡宮境内　昭和52年（1977）

敷
嶋
町
沿
革

當
町
ハ
元
平
田
廣こ

う
ぼ
う
お
お
よ
そ

袤
大
凡
四

町
歩
餘
ニ
シ
テ
佐
々
木
嘉
太
郎

平
山
文
三
郎
澤
田
長
助
諸
氏

ノ
所
有
ス
ル
所
ナ
リ
シ
カ
町
ノ
進
展
ニ
伴

ヒ
新
タ
ニ
道
路
開か

い
さ
く鑿

セ
ラ
レ
人　

家
櫛し

っ
ぴ比

ス
ル
ニ
及
ヒ
大
正
十
二
年

十
一
月
敷
嶋
町
ト
命
名
セ
ラ
ル
現

在
戸
数
九
十
人
口
四
百
五
十
ヲ
数
フ
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発
行
に
あ
た
っ
て	

五
所
川
原
市
長
　
　
平
　
山
　
誠
　
敏

　

私
た
ち
の
五
所
川
原
市
は
、
平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日
に
旧
五
所
川
原
市
、
旧
金
木
町
、
旧
市
浦
村
の
一
市
一
町
一
村
が
合
併
し
、
新
五

所
川
原
市
と
し
て
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
、
十
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
合
併
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
『
五
所
川
原
市
の
地
名
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

地
名
は
、
自
然
の
特
徴
や
自
分
た
ち
の
生
活
と
の
関
わ
り
を
と
ら
え
た
、
仲
間
同
士
の
符
丁
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
土

地
に
生
死
し
た
人
々
の
歴
史
、
生
活
、
精
神
史
の
貴
重
な
索
引
で
あ
り
、
歴
史
の
証
明
で
あ
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
文
化
遺
産
で
も
あ
り
ま
す
。

　

各
地
名
の
由
来
を
問
わ
れ
て
も
は
っ
き
り
と
答
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
間
々
あ
り
ま
す
が
、
本
書
は
、
市
の
行
政
地
名
は
も
と
よ
り
、
通
称
地

名
、
今
は
な
い
地
名
の
由
来
等
を
歴
史
を
紐
解
き
調
査
・
追
及
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
世
に
残
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
長
く
役
に
立
つ
も
の
を

目
指
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
「
五
所
川
原
」
の
地
名
の
由
来
や
歴
史
に
つ
い
て
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、「
温
故
知
新
」
の
精
神
で
父
祖
の
残
し

た
歴
史
と
文
化
を
忘
れ
ず
に
後
世
に
伝
え
る
た
め
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

本
書
の
刊
行
に
あ
た
り
、
貴
重
な
情
報
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
刊
行
委
員
、

執
筆
者
を
は
じ
め
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
者
各
位
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
た
な
情
報
や
資
料
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
引
き
続
き
ご
提
供
い
た
だ
き
、
将
来
の
改
訂
の
た
め
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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◆
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ム
「
萢
（
や
ち
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……
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…
…
…
…
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旧
金
木
町
の
地
名
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地
区
の
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…
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凡　

例

一
．
本
書
は
、
平
成
の
市
町
村
合
併
後
の
五
所
川
原
市
の
地
名
に
つ
い
て
大
字
を
基
準
に
取
り
上
げ
述
べ
た
も
の
で
す
。

　
　
（
一
）
江
戸
時
代
の
遣け

ん

、
組く

み

、
明
治
・
昭
和
の
市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
で
き
た
歴
史
的
行
政
地
名
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
例
）　

下し
も

ノの

切き
り
け
ん遣　

広
田
組　

五
所
川
原
町　

市
浦
村

　
　
（
二
）
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
の
市
制
町
村
制
に
よ
っ
て
で
き
た
五
所
川
原
村
は
、
一
村
で
構
成
し
て
い
る
の
で
大
字
が
な
く
（
大
字
が
省
略
さ
れ
）、
五
所

川
原
村
全
体
を
ひ
と
つ
の
大
字
と
み
な
し
て
記
述
し
ま
し
た
。

　
　
（
三
）
昭
和
の
市
町
村
合
併
後
、
区
画
整
理
、
住
居
表
示
な
ど
に
よ
っ
て
、
若
葉
、
松
島
町
、
み
ど
り
町
、
中
央
の
四
つ
の
新
し
い
町
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
う
し

た
町
は
大
字
と
み
な
し
て
記
述
し
ま
し
た
。

　
　
（
四
）
平
成
の
市
町
村
合
併
後
、
旧
金
木
町
、
旧
市
浦
村
は
大
字
、
小
字
を
表
記
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
書
で
は
合
併
前
の
旧
金
木
町
、
旧
市
浦
村
の
大

字
を
基
準
に
記
述
し
て
い
ま
す
。

二
．
取
り
上
げ
た
大
字
地
名
で
は
、
地
名
の
由
来
、
歴
史
や
地
理
、
自
然
地
名
（
山
、
川
、
湖
沼
な
ど
）、
人
文
地
名
（
街
道
、
溜
池
、
渡
し
、
神
社
、
寺
院
、
城
館
な

ど
）
の
ほ
か
字
名
、
通
称
名
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
ま
す
。

三
．
表
記
は
、
常
用
漢
字
と
現
代
か
な
遣
い
、「
～
で
す
」「
～
ま
す
」
の
敬
体
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。
十
分
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
人
名
、
地
名
な
ど
の

固
有
名
詞
、
言
い
換
え
が
難
し
い
歴
史
用
語
や
難
解
な
漢
字
に
は
、
ル
ビ
（
ふ
り
が
な
）
を
付
け
ま
し
た
。

四
．
年
号
は
和
暦
を
基
本
と
し
、
西
暦
を
（　

）
内
に
記
し
ま
し
た
。
表
記
の
仕
方
は
、
例
え
ば
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）
と
し
、
十
は
使
わ
ず
一
○
年
間
、
一
五
年

間
と
表
記
し
ま
し
た
。
文
中
で
年
号
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、（　

）
内
に
西
暦
年
を
付
記
し
、
同
じ
年
号
が
続
く
場
合
は
、
そ
の
西
暦
年
を
略
し
ま
し
た
。

五
．
計
量
単
位
は
メ
ー
ト
ル
法
を
用
い
、
単
位
記
号
と
し
て
ｍ
、
ha
、
ｔ
、
％
を
使
い
ま
し
た
。
数
量
、
時
間
、
年
月
日
な
ど
を
表
す
数
字
は
漢
数
字
と
し
、
四
け
た
以

上
の
場
合
に
万
、
億
の
単
位
を
入
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
近
世
文
書
に
出
て
く
る
村
の
規
模
等
を
表
す
石こ

く

、
町ち

ょ
う

の
単
位
は
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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六
．
文
中
お
よ
び
引
用
文
献
・
参
考
文
献
で
、
活
字
に
な
っ
た
書
籍
に
は
『　

』、
論
文
名
や
活
字
に
な
っ
て
い
な
い
史
・
資
料
は
「　

」
内
に
記
し
ま
し
た
。

七
．
個
人
の
敬
称
、
尊
称
は
原
則
と
し
て
省
略
し
ま
し
た
。

八
．
文
中
で
頻
出
す
る
史
料
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
略
称
を
用
い
ま
し
た
。

　

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館　
　

正
保
二
年
（
一
六
四
五
）「
津
軽
知
行
高
之
帳
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→　

正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
の
「
郷
帳
」

　

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館　
　

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）「
陸
奥
国
津
軽
郡
高
辻
村
々
牒
」　　
　
　
　
　
　

→　

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
の
「
郷
帳
」

　

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館　
　

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）「
津
軽
郡
郷
村
帳
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→　

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
の
「
郷
帳
」

　

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館　
　

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）「
陸
奥
国
津
軽
郡
一
円
伊
達
郡
之
内
郷
村
高
帳
」　

→　

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
「
郷
帳
」

　

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館　
　

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）「
陸
奥
国
之
内
管
轄
郷
村
高
辻
帳
」　　
　
　
　
　

→　

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
「
郷
帳
」

　

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館　
　

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）「
御
検
地
水
帳
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→　

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
の
「
検
地
水
帳
」

　

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館　
　

元
文
元
・
二
年
（
一
七
三
六
・
三
七
）「
御
検
地
水
帳
」　　
　
　
　
　
　
　

→　

元
文
元
・
二
年
（
一
七
三
六
・
三
七
）
の
「
検
地
水
帳
」

　

最　
　
　

勝　
　
　

院　
　

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）「
神
社
微
細
社
司
由
緒
調
書
上
帳
」　　
　
　
　
　

→　

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
「
神
社
微
細
帳
」
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